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４．成果指標 単位

５．前回評価の結果に対する、現在までの取組み状況

－

(目標値)R3年度 H29年度 H30年度 R1年度

入館者数 人 15,160 45,010 36,768 35,669

開館日数 日 249 253 254 228

３．活動指標 単位 (目標値)R3年度 H29年度 H30年度 R1年度

計 29,403,000 26,318,814 30,328,000 28,423,162

収支 0 0

事業費 0 0 0 0

その他支出( 印刷製本費等 3,296,000 2,772,524 3,763,000 3,525,660

維持管理費（委託料・賃借料） 22,386,000 20,275,816 22,834,000 21,552,750

修繕費 877,000 495,720 887,000 627,000

人件費 0 0 0 0

光熱水費 2,844,000 2,774,754 2,844,000 2,717,752

その他収入( 0 0 0 0

計 29,403,000 26,318,814 30,328,000 28,423,162

委託料（指定管理料） 29,403,000 26,318,814 30,328,000 28,423,162

利用料金収入 0 0 0 0

（内　　訳） 常勤（1）　研究員（1） 再雇用区政嘱託員（1）専門員（1）特例嘱託員（4）派遣職員（1）　再任用（1）

（前年増減） 増減なし

２．予算決算 H30予算 H30決算 R1予算 R1決算

[利 用 者] 全来館者

[利用料金制]

[開館日・時間]　 休館日（月曜日/木曜日/年末年始/特別整理期間）を除く
開館時間：午前9時30分～午後4時30分（入館は午後4時まで）

[人員体制] 10

１．施設及び事業の概要　

[設置目的] 台東区名誉区民であり、日本彫塑界最高峰を極めた朝倉文夫の彫塑芸術作品を気軽に鑑賞できるようにするこ
とで、親しみと理解を深め、芸術文化の向上に寄与するとともに、区民文化の振興を図る。

[所 在 地] 台東区谷中7-18-10

[規　  模] 延床面積　1,085.02㎡　RC造（アトリエ）　木造（住居、旧アトリエ）　地上3階地下1階
ポンプ室、事務室、アトリエ、住居等（公開部分　洋室、和2室）、展示室、収蔵庫（RC造）、庭園など

[委託事業] 彫刻、彫塑像等の美術作品の収集、保管及び展示。朝倉文夫に関する資料の展示。彫塑等に関する調査及び研究。
施設の利用に関する事業。施設、付帯設備及び物品の保全・調整などの事業。

(2)

(3)
[自主事業] 特別展「朝倉彫塑館の白と黒」、講演会、ギャラリートーク、バックヤードツアー、建築ツアー、特集展示「男性像特集

＆写真展」、「九代目市川団十郎」、「墓守」（重要文化財を9年ぶり一般公開）

令和2年度　指定管理者施設管理評価シート 部課名 文化産業観光部文化振興課

施設名称 東京都台東区立朝倉彫塑館 指定管理者 公益財団法人台東区芸術文化財団

選定方法 公募 継続特例 非公募 指定期間 R2.4.1 ～ R7.3.31
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法令等の遵守、事業計画書・報告書等の作成・提出、従業員の労働環境などの観点か
ら、公の施設として、適正な管理体制及び運営が行われているかを評価する。

(1)管理の適正性

建物保守、清掃・衛生管理、施設の修繕などの観点から、施設の維持管理が適切に行
われているかを評価する。

利用者満足度調査、要望・意見等への対応、指定管理者の努力・意欲などの観点か
ら、サービス向上に向けた取組みが積極的に行われているかを評価する。

職員配置、職員の対応、開館時間等の遵守などの観点から、施設の目的に合致した事
業が展開できているかを評価する。

(4)サービス向上の取組み

20 ／２０

区に対して適切に連絡を取り、また、必要な事項については区と協議しながら、適正な管理体
制のもと運営が行われた。

(2)事業の運営

20 ／２０

新型コロナウイルス感染拡大による臨時休館等の対応について、区と連携して適切に行った。
新型コロナウイルス感染拡大による１か月間の休館を除けば、入館者数及び入館料収入は平成
３０年度を上回っている。

(3)施設の維持管理

20 ／２０

秋の大型台風に際しては、事前に被害の恐れのある箇所の保全処置を行い、事後には迅速に被
害状況を区に報告した。外周塀の補強にあたっては、区の調査や施工に積極的に協力した。

６．評価の観点
　　　（20点）　　水準を全て満たしている（年間通じて問題がなかった） （19～14点）水準の範囲内である（一部軽微な課題あり）
　　　（13～12点）水準をやや下回った　　　　　　　　　　　　　　　　 （11点以下）水準を大きく下回った

　≪加点項目≫

－

７．総合評価　　極めて良好（110～101）・良好(100～91)・適正(90～70)・改善指示(69以下)

【所見】 【各項目20点に届かなかった主な要因･課題】

97 /110点)

良好 ユニークな切り口や柔軟な発想に基づく自主
事業により、臨時休館期間を除いた入館者数
は平成３０年度と比較して約3,800人増となっ
た。また施設保全に関して、区と連携して積
極的に災害対策に取り組んだ。

図録・小冊子、グッズ等の図書販売による自
主事業収入は令和元年度当初計画より13.6％
減となり、平成29年度以降減収が続いてい
る。

指定管理者の自主的な取組みによる成果

20 ／２０

アンケートによる来館者の意見の聴収・活用を積極的に進めようとしている。また、写真撮影
範囲の拡大について、区と協力して検討を行った。

(5)収入支出

17 ／２０

図録・小冊子、グッズ等の図書販売による自主事業収入は令和元年度当初計画より13.6％減と
なり、平成29年度以降減収が続いている。

(6)優れた取組み

予算執行、会計の管理などの観点から、収入支出が適正かつ効率的に行われているか
を評価する。

※点数上限：１０点


